
 
 

１６年度 （臨時）運営委員会だより 
 

 

 

 

 開催日：２０１７－６－２２      於：ユーアイ帆っとセンター １８：３０～ 

出席者：上田、尾内、大谷、佐々木、澤田(律）、砂川(延）、須増、竹内、平井、藤本、藤原、待場、
三木(悦)、森本、山本(正一）、和田、渡邊(俊） 

臨時③運営委員会 

議題 

1.  第１７回定期総会への取り組みについて 

（１）議案書の作成：議案書を製本し内容の確認及び総会の議事進行の確認を行った。 

（２）総会後の臨時運営委員会について：例会後午後２時から研修室で行う。 

（３）出席者の確認：出席者は７１名、委任状は１３名の予定である。 

（４）新運営委員の選出について：別途検討を行う。 

２．初めての山歩き教室 

 （１）実技⑤を６月２５日（日）笠松山で行う。 

（２）当日の午後のミーティングで三ノ峰終了山行及び高御位山遊会への入会案内の説明を行う。 

３．夏山集中山行の各コース参加申し込み状況 

  ①コース（西穂独標）：１３名、②コース（西穂高岳往復）：８名、③コース（槍ヶ岳）：６名、④コース（双六

岳）：５名、⑤コース（奥穂高岳）：１０名で合計４２名である。 

４．荒井中学校「トライやるウィーク」参加要請について 

 今年も例年通り１１月６日(月)から１０日(金)まで実施される。 

５．その他 

（１）国民平和大行進の参加者が少ないので高御位例会で再募集を行う。 

（２）高森ボランティア：５月２０日と６月１７日は、市ノ池公園から高御位山の尾根への登山道の雨水によ

る流水で掘れかえっている箇所の溝切作業や足場作り等を行った。 

７月は、鹿島神社からの登山道の整備を行う予定である。 



 

 

１６年度 第１２回運営委員会だより 
 

 

 

開 催 日：２０１７－６－１５    於：善防公民館 １８：３０～ 

出 席 者：赤木、上田、大谷、垣内、佐々木、澤田(律）、荘所、砂川(延）、瀧原、野村、待場、藤本 
藤原、森本、山本（正一）、和田、渡邊(俊) 

議題 

（１） 第１７回定期総会への取り組みについて 

①定期総会議案書の検討 

定期総会議案書の内容について追加項目および修正個所について最終確認をした。議案書の印刷は

６／２０日（火）｢かこむ｣で行う。印刷担当：砂川（延）、森本、和田、渡邊(俊) 

②定期総会後の臨時運営委員会の日程について 

新年度の臨時運営委員会を当初、7／６日（木）に予定していたが、７／２（日）の高御位

例会終了後、１４：００から行うことにした。 

（２） 会則改正案について 

現在、高御位例会は原則として毎月第１日曜日に実施している。また、毎年 1回の高御位山遊

会定期総会は 7月の第１日曜日の高御位例会当日、高御位例会の前に実施しており、会則に記

載されている内容と食い違いがあるため、会則を実態の日程に改訂する事になった。 

（改訂内容については定期総会議案書参照） 

（３） 初めての山歩き教室 

初めての山歩き教室の実技を６／11｛日｝に鎌倉山で実施した。サポート１３名と教室生１０

名が参加し、無事終了したことが報告された。 

（４） 夏山集中の各コース参加申し込み状況 

夏山の参加者募集中であるが、６月１４日現在の応募者は３６名と報告された。検討中の方も

あるので、数名の追加応募が予想されるとの報告があった。 

（５） 県連盟・第５４回定期総会の結果について 

①県連盟の副会長に砂川会長が就任されました。 

②理事選出結果：高御位山遊会より常任理事 須増、理事 藤原が選出されました。。 

  ③県連盟メーリングリストの登録 

  県連盟へのメーリングリストの登録は新年度の組織が決まり次第、事務局が行う。 

（６） その他 

①「みやがきの里「」利用案内 （窓口：公益社団法人 養父市シルバー人材センター） 

田舎暮らしや農業体験、自然体験の交流拠点として、養父市大屋町にある養蚕古民家（築１５０年）「みや

がきの里」が県連より紹介された。ここは天滝や、氷ノ山登山の拠点として安価で利用出来る由。グループ

や家族でも利用出来ますで、積極的に利用してください。 

②「播磨歴史の山ハイキング」は発刊から１０年が経過し、一部で目印や交通機関に変遷があるそうで、修

正の情報が届いていますので、ご希望の方は事務局まで申し出てください。 

 

全国・県連盟の行事その他の取組み      

行事日程   第２回理事会  ６月２９日（木）  神戸勤労会館 

 



 

 

１６年度 （臨時）運営委員会だより 

 

 

 

 

 

 開催日：２０１７－６         於：ユーアイ福祉交流センター  １８：３０～ 

出席者：上田、尾内、大谷、垣内、佐々木、澤田(律）、砂川(延）、須増、瀧原、竹内、藤本、藤原、待場、 
三木(悦)、森本、山本(正一）、和田、渡邊(俊）   （２回の内１回以上の出席者を記載） 

臨時運営委員会① （６／１） 

議題 

1.  第１７回定期総会対策 ・・・議案書の項目ごとの担当者確認。草案は運営委員全員に送付すること。 

2.  会計報告の確認（上田） 

①２０１６年度会計報告・出納簿、及び２０１７年度会計予算案の確認を行った。 

②１１月機関誌２００号の対応、高森ボランティア―標識製作費について提案があった。 

3. 検討課題―会則、山行規定、車両運用規定他 

①会計運用細則について詰めていく。 

②単独行の取り扱いについて検討課題とする。 

４．「初めての山歩き教室」 

 ・終了山行・三ノ峰の取り組みについて、２０１６年度修了生の受け入れ 

・参加者は、教室から１３名、スタッフ４～５名、２０１６年修了生４～５名で合計２２名程度を予定している。 

５．日程の確認 

①山行計画委員会；６月１０日（土）みどりの相談所研修室にて１３時から開催する。 

②会報８月号編集委員会；８月８日（火）かこむにて１８時３０分から開催する。 

６．夏山集中の各コース最終確認とリーダー、サブリーダーの確認 

・各コースの詳細内容と費用は６月号に記載される。６月の高御位例会で募集を行う。 

 

臨時運営委員会② （６／８） 

議題 

１．第１７回定期総会への取り組みについて 

  ・各担当者からの議案書の内容確認を行った。修正必要箇所は再度送付すること。 

２．検討課題 

 ①高御位例会の開催日を第２日曜日への変更に伴い、会則等の関連規定を改訂する。 

②山行用車両登録リスト：現在２９名が登録済だが登録抹消する方が出てきている。 

 ＊今後、安全面を考慮するとタクシーや観光バス会社の利用も検討課題とする。 

３．初めての山歩き教室・・終了山行・三ノ峰の取り組みについて 

   参加者は、教室：１３名、昨年修了生：３名、サポート：３～４名で合計２０名前後である。 

４．夏山集中山行の各コース参加者申込み状況・・各リーダーは担当森本宛に申込書を送付する。 

５．最近の事故状況と課題は？ 

  ①今年転倒事故が３件発生し、２件は新特別基金に事故報告を提出している。 

  ②転倒事故が続いており、滑落事故に繋がるケースも考えられる。リーダーは登下降の際、 

ストックの活用など安全面に留意してほしい。 

６．その他・・総会後の臨時運営委員会を７月６日（木）に開催する。 

 



 

 

１６年度 第１１回運営委員会だより 

 

 

 

 

開 催 日：２０１７－５－１８               於：ユーアイ帆っとセンター １８：３０～ 

出 席 者：赤木、上田、大谷、尾越、佐々木、澤田(律)、荘所、砂川(延)、野村、平井、藤本、藤原、待場 
森本、山本(正一)、和田、渡邊(俊) 

議題 

（１） 第１７回定期総会への取り組みについて 

①総会までのスケジュール 

７／２の総会に向けて議案書作成スケジュールと部門別の作成担当に基づき進める。（６月３日提出厳守）。 

②総会当日の弁当は例年通り準備する。６月の高御位例会で出席者を確認する。（担当：渡邊） 

③高御位例会の皆勤賞は、２１名の見込みである。例会山行の参加実績上位３位を含めて例年通り表彰する。 

（２） ６月４日(日) 高御位例会の場所変更について 

①開催場所が、アクア交流館に変更に伴い、初めての山歩き教室の実技も飯盛山に変更する。 

②清掃登山は、２班に分け、平荘湖回り＆飯盛山登山コースで行う。ゴミは、各自で持ち帰る。 

③山行計画委員会は、６月１０日（土）みどりの相談所研修室で１３時から行う。 

（３） 夏山集中山行の各コース具体案の提示 

①５コースの各リーダーから日程と概案費用の説明があった。  

②２、３、４コースの登山開始場所が近いので、高砂からチャーター便の夜行バスで出発してはどうかとの提案

があった。６月の募集後、参加者を把握した上で、３グループで協議することにした。 

（４） 今年度の山の日（８月１１日）の取り組みについて 

①実施内容は、基本的に昨年と同様とする。 

②昨年は、２７名の参加で長尾新池に７時に集合し山頂の神社で９時開始だったが、今年は６時半集合とし、８

時半開始とする。 

③ＰＲを兼ねて、スポンサー探しを検討する。 

（５） 兵庫県勤労者山岳連盟 第５４回定期総会の件 

①６月１１日（日）葺合文化センターにて１０時から開催される。 

②総会代議員（５名）：澤田（律）、平井、藤原、待場、渡邊が出席する。 

③常任理事：現在砂川（延）が就任している。理事として須増を推薦する。 

（６） その他 

①退会者の確認：過去１年間で２０名の退会があった。 

②編集委員会（８月１１日）の日程変更：８月８日（火）かこむで開催する。 

③会計年度が５月末で締め切られるので、立替え費用の請求依頼および会費未納者へのフォローについて

説明があった。 

④女性委員会報告：５月１４日の女性委員会結果報告に対し、９月２日の鬢櫛山山行の曜日修正（日→土）が

あった。 

⑤高森ボランティア：５月２０日（土）は、市ノ池みどりの相談所に９時集合で市ノ池登山口付近の登山道整備を

行う。可能であればスコップ、ツルハシの持参の依頼があった。（会員にはメールで通知済である） 

 

全国・県連盟の行事その他の取り組み 

   行事日程  兵庫県勤労者山岳連盟 第５４回定期総会  ６月１１日（日） 

 

 

 



 

 

 

１ ６年度 第１０回運営委員会だより 

 

 

 

 

開 催 日：２０１７－４－２０     於：ユーアイ帆っとセンター １８：３０～ 

出 席 者：赤木、上田、大谷、佐々木、澤田(律）、荘所、砂川(延）、須増、瀧原、西口、平井、藤本 
藤原、待場、三木(悦)、森本、山本(正一)、和田、渡邊(俊) 

議題 

（１） 第１７回定期総会への取り組みについて 

① 総会までのスケジュール 

７／２の総会に向けて議案書の作成スケジュールと担当部門別の議案書草案作成担当を決定した。 

② 総会当日の弁当は例年通り、会で準備する。費用は会の会計で負担する。 

（２） ５月１４日(日) 高御位例会（会場：アクア交流館）後の清掃登山について 

当日は土曜トレコース沿いの清掃をする。３班に分け（平荘湖右回りと左回り＆飯盛山登山コース）で行うが、

方法や場所についてはコースリーダーの判断で行う。拾ったごみは纏めて加古川市のごみ処理場に持ち込

むことにする。当日、加古川市ゴミ処理場の受け入れの可否については確認する。担当：山本（正一） 

（３） ６月４日(日) 高御位例会の場所変更について 

① 当日は高砂市のみどりの相談所が利用出来ないため、アクア交流館に変更する。 

② 初めての山歩き教室の実技を高御位山で予定していたが、教室の実技も飯盛山に変更する。 

③ ６月は高御位例会＆清掃登山のあと山行計画委員会を予定していたが、会場がないため、６月１０日（土）

の午後に変更する。会場はみどりの相談所が利用出来ないか調べる。担当：渡邊  

（４） ６/４(日)全国一斉清掃登山クリーンハイクを六甲山頂で 

恒例の全国一斉清掃登山クリーンハイクに向けて県連としては六甲山頂で実施する案内をもらっているが、こ

の日は高御位例会と重なっており、参加しにくい事情がある。また、当日は自然保護担当者も都合が悪いため、

次回の高御位例会で案内する。 

（５） ７/１(土)山での応急手当＆講演会 

応急手当については会員を対象に会で毎年実施している。講演もあるので次の高御位例会で案内する。 

（６） １７年度「初めての山歩き教室」の取り組み状況について 

４／１３（木）よりスタート。受講者は１８名（内会員 1名）で座学と実技各 1回を終えた。 

（７） 労山全国連盟から新特別基金についてのアンケートについて 

新特別基金に関するアンケート用紙を送付されているが、回答しにくい部分もあるので、分かる範囲で記入す

る。もう少し時間を猶予して運営委員で検討してもらう。最終の纏め担当：上田 

（８） その他 

① 学習会Ｂは４／２２（土）午後、天気図集中勉強会を実施する。また、学習会期間中、毎月第４週の学習会

開催前にトレーニング登山（自由参加で高御位山頂ピストン）を計画している。 

② 退会者の確認：３名の退会を確認した。今後、運営委員会で入退会者の確認をする。 

③ ８月号の編集委員会日程が８／１１(金)山の日で「かこむ」が休日のため、８／１０（木）に日程を変更する。 

④ 帆っとセンターのセンター長より、帆っとセンターで山歩き教室を高御位山遊会で実施出来ないかの打診が

あった。基本的には受け入れ可能と回答しているが、現在、加西地区で「初めての山歩き教室」を開催中で

もあり、今秋以降に検討との報告があった。 

⑤ ３／１８～４／１８の期間で実施した山行の山行リーダーより山行報告があった。（詳細は省略） 

 

全国・県連盟の行事その他の取り組み 

   行事日程   常任理事会   ５月９日（火） 



 

 

１ ６年度 第９回運営委員会だより 

 

 

 

 

開 催 日：２０１７－３－１６   於：善防公民館  １８：３０～ 

出 席 者：赤木、上田、大谷、尾越、垣内、佐々木、澤田(律）、砂川(延）、須増、瀧原、竹内、西口 
野村、平井、藤本、藤原、待場、三木（悦）、森本、山本(正一)、和田、渡邊(俊) 

議題 

（１） ２０１７年夏山集中・赤牛・水晶  L・藤本案について 

① このコースは、非常に厳しいコースである。下りが基本のコースであるが、計画では登りであり、夏山

集中として一般募集するのは考えて欲しい。夏山集中は、誰でもが参加可能なコースを選定して貰

いたい。アルプでの取り組みとか参加者を厳選するなど再考してもらいたい。との提案があった。 

② 今回の夏山集中山行の一般募集コースから外すこととする。 

（２） 六甲・石切道からガーデンテラス（２月１８日）の現地解散について 

ガーデンテラスで昼食後解散の計画書は承認されているが、(1)ケーブルで、(2)歩いて、(3)宝塚ま

で歩いての３班に分かれて下山した。山上での現地解散は一考の必要がある。是非下山後の解散

として欲しい。リーダーの役割は、全員を引率して無事下山することである。班が分かれる時は班毎

にリーダーを決め、計画書の作成も考えて欲しい。 

（３） 六甲全山縦走大会の結果と反省、今後の課題（サポートの要否、トレーニングの時期や方法）について 

①無事故で無事終了した。（完走／参加）：全縦（６４０／７５４）、東（２５４／２７６）、西（１３７／１６１） 

②高御位山遊会：全縦（１３／１４：一般２名含む）、東（１／１）、西（０／０） 

③来年から２年毎に東コースの責任会となる。８名必要だが、４名毎交代等の検討が必要である。 

④トレーニングとしては、全縦トレは大会３週間前、半縦トレは１週間前とする。 

⑤サポートの要否：参加者の状況により毎年の検討課題とする。 

（４） 山行企画委員会報告について 

①土曜日、日曜日の日帰り山行が少ないので提案してもらいたい。 

②夏山集中山行のサブリーダーを決定した。（詳細は、山行案内を参照願います） 

（５） １７年度「初めての山歩き教室」の取り組み状況について 

① ３月１４日に神戸新聞東播支社に再度掲載の依頼を行い、追加募集の記事が掲載された。 

② 現在１０名受付けしている。 

（６） 土曜トレ委員会報告について 

① トレーニング内容がマンネリ化の意見もあるが、繰り返し行うことも重要である。 

② 内容で希望があれば考慮するので提案して欲しい。 

（７） 高御位アルプの報告：２月２３日に会議を開催した。１０月中旬に台湾の玉山山行を追加した。 

（８） その他  

①４月２日の例会後の花見について：参加は４３名で会費２、０００円、弁当を手配する。 
②５月１４日救急救命講習会：４月の高御位例会で募集する。講習内容が毎年少し変わっており毎年受
講して欲しい 
③高森ボランティア：３月１８日（土）は、豆崎登山口～古墳跡までの案内標識設置と草刈・枝払いを行う。 

 
全国・県連盟の行事その他の取り組み 

   行事日程   常任理事会   ４月１１日（火） 



 

 

１６年度 第８回運営委員会だより 

 

 

 

 

開 催 日：２０１７－２－１６    於：ユーアイ帆っとセンター  １８：３０～ 

出 席 者：赤木、上田、尾内、大谷、尾越、垣内、佐々木、澤田(律）、荘所、砂川(延）、須増、瀧原、
西口、野村、藤本、藤原、森本、山本(正一)、和田、渡邊(俊) 

議題 

（１） ２０１７年夏山集中・山域は北アルプス・具体案 

① 会報２月号で紹介の夏山のコースについてコース毎のルートをコースリーダーより説明があった。 

（検討中のコースもあるが、詳細については３月号会報の山行案内を参照） 

② 予定７コースの内、雲の平コースは中止となった。一方、西穂高コースが追加された。 

（２） 夏山宿泊先（水明館佳留萱山荘）予約＆予算・予約人数について 

① 予約および宿泊費の交渉は渡邊が担当する。その後の佳留萱山荘との折衝は森本と澤田(律）が

担当する。 

② 参加者数は従来からの実績から４０名程度を予測しておく。 

（３） 山行計画の変更点（４月～５月の計画について） 

①4／1１高御位山縦走⇒４／１に変更   

②４／１５熊山⇒４／２３に変更 

③４／２３～２５高野山越え⇒４／７～１０に変更   

④５／２０～２１三瓶山⇒５／２７～２８に変更 

⑤５／２７～２８播磨地区山岳会交流山行（氷ノ山たけのこ狩り）⇒５／２０～２１に変更 

（４） １７年度「初めての山歩き教室」の取り組みについて（計画の概要） 

新聞各社に募集案内掲載を依頼中である。早期に掲載して頂くためにフォローをしてゆく。 

（２／１７に朝日新聞と神戸新聞に掲載されました） 

（５） 六甲全山縦走の取り組み方について ・班編成とリーダー 

① 今年の六甲全山縦走参加者は例年に比べて多いため、途中でリタイヤする場合を考慮して記念碑

台～最高峰下にサポート要員の配置を検討してはと言う意見が出た。一方、従来通りガーデンテラ

ス辺りで本人に判断してもらう事でよいのではと言う意見もあり、もう少し検討する事にした。 

② 出来れば須磨浦公園駅を６：００にはスタートしたいが、高砂地区からは一番電車に乗車しても６：３０

のスタートになるので、早期スタートさせるためのサポート体制も検討課題となった。 

（６） その他 

① 海外トレッキング担当より、今秋、台湾の山に登山をすることを検討したい旨提案が出されている。 

標高４０００ｍ級の山を目標に検討するため、２／２５の土曜トレの後、アルプのメンバーによるミーテ

イングを計画しているとの報告があった。 

② ２／１８播磨地区山岳会の交流会議を行なう。議題としては氷ノ山交流山行や８／１１の山の日に播

磨地区山岳会としての取り組みなど話し合う予定。 

③ １／２１～２／１２の期間に実施した例会山行について、山行リーダーより山行内容について報告さ

れた。（詳細については省略） 

 

全国・県連盟の行事その他の取り組み 

   行事日程   常任理事会   ３月１４日（火） 



 

 

１６年度 第７回運営委員会だより  

 

 

開 催 日：２０１７－１－１９    於：ユーアイ福祉交流センター  １８：３０～ 

出 席 者：赤木、上田、大谷、佐々木、澤田(律）、荘所、砂川(延）、須増、瀧原、野村、西口、平井
藤本、藤原、待場、三木(悦)、森本、山本(正一)、和田、渡邊(俊) 

議題 

1. ２０１７年夏山集中・山域は北アルプス 

次の７コースの案とリーダーを決定した。                                                         

①西穂高岳（砂川）、②槍ヶ岳（森本）、③赤牛岳～水晶岳（藤本）、④双六岳（澤田）、⑤雲ノ平（佐々木）、

⑥奥穂高岳（上田）、⑦笠ヶ岳(野村)。 

・新穂高温泉の水明館佳留萱山荘（かるかや山荘：岐阜県田高山市）で集中する。 

・各リーダーは、次回の運営委員会までに日程、コースを具体化する。 

2. セカンドステップ参加者（和田） 

・１月３１日から７月４日までユーアイ帆っとセンターでの座学を中心に開催する。 

・参加者は１１名であるが、１１名以外でも特定の講座のみの受講も可能である。 

3. １７年度「初めての山歩き教室」の取り組みについて（計画の概要）（須増） 

・今年は、４月１３日（木）から善防公民館で開催する。 

・２月４日から各新聞社に掲載依頼を行う。（神戸新聞社支局、朝日、毎日、読売、産経各社） 

・２月５日の例会後に担当者会議を行う。 

・８月６日に終了後の反省会を予定している。 

4. 六甲全山縦走大会サポート体制について 

・西コースアンカー（２名）：西コースアンカー要員として高御位山遊会からは大谷、西口が参加する。 

・東コース受付（４名）：７：３０スタート、６時半に準備完了のこと。竹内、三木、上田、和田が担当する。 

5. その他 

①運営委員会の日程について 

 ・現在は、毎月第３木曜日午後６時半からユーアイ帆っとセンターや善防公民館で開催しているが、

出席のし易さや費用削減など考慮し、高御位例会当日の午後に変更する方向で検討する。 

・高御位例会は現在の第一日曜日から第二日曜日に変更し、県連行事と重なる時は第一日曜日に開

催する。 

・現在行っている各ミーティングや３ケ月毎の山行計画委員会は、高御位例会後の午前中に終わらせる。 

・高御位例会開催日の日程変更は総会後の８月から変更する。 

②高森ボランティアについて 

 ・高御位山の登山道や案内標識の整備を目的に第三土曜日に実施する。 

 ・第一回目の１月２１日は、荒廃した２号線沿いの豆崎からの登山道の復元に取り組む。 

 ・荘所さんに土地の所有者の承諾を取って貰った。 

 ・今後、活動の進捗状況を見ながら、神戸新聞社の取材も考慮する。 

③播磨地区山岳会交流山行 

 ・５月２７，２８日の氷ノ山たけのこ（すずこ）狩りを播磨地区交流山行とする。 

④高野山越え：４月２３日～２５日を４月７日～１０日に変更する。 

⑤１２月１６日～１月１６日までの例会山行結果について各リーダーより報告があった。（詳細は省略） 

 

全国・県連盟の行事その他の取り組み 

  行事日程   常任理事会   ２月１４日（火） 

以上 

 



 
 

１６年度 第６回運営委員会だより 
 

 

 

 

開 催 日：２０１６－１２－１５             於：善防公民館１８：３０～ 
出 席 者：赤木、上田、尾内、大谷、垣内、佐々木、澤田(律）荘所、砂川(延）、須増、瀧原、竹内、

野村、平井(正）、藤本、藤原、待場、三木(悦)、森本、山本(正一）、和田、渡邊(俊） 

議題 

（１） 登山道整備（主に高御位山）、トイレ他の整備について 登山道の整備部門？ 

上記課題に対処するにしても高御位山遊会独断では出来ないため、関係先と協議の必要があるが、高

砂市他の窓口が定かでないため、市会議員等の協力を得ながら進める事にする。また、高御位山遊会と

しても担当グループを編成することにした。 

（２） 会計中間報告（上田） 

① 会計担当から中間の会計報告があり、現状はかなり苦しい状況であるとの報告であった。 

② 地震義援金として県連に送金した１２、０００円が返金された。（県連での義援金取扱いが終了のため） 

返金された金額は雑収入として会の会計に入れることにした。 

（３） 山行計画委員会関係 

① １１／６の山行計画委員会で４月～６月の例会山行を決めたが、変更なしで承認された。 

② １７年夏山の山行形態（集中か分散か）および山域について協議の結果、来年も集中山行とし、山域

は北アルプスとした。この内容で次回（１／１９）の運営委員会までに具体的なコース（案）を運営委員

各自が検討し提案してもらう。提案されたコース案から絞り込みをする。 

（４） セカンドスッテップ打ち合わせ結果報告（和田） 

① セカンドステップ講座は 1月からスタートする。受講者は８名。 

② カリキュラムはセカンドステップの冊子に沿って行ない、必要に応じて補足説明を加える。変更点として

実技の読図山行先が従来の大倉山から大岩岳（三田市）に変更になる。 

③ 終了山行は２泊３日で白馬周辺とする。時期は７月初旬の予定とするが、周辺の山小屋が７月中旬以

降の営業開始の所が多いので要注意。 

（５） その他 

① 山行希望先として「西国街道を歩く」と言う提案があるため、今後検討する。 

② ‘１７年度の「初めての山歩き教室」を４月から加西地区で実施する。新聞広告も北播地区に重点を置

いて行なう予定。 

③ 多くの問題を抱えるリニア中央新幹線工事に対するアピール活動への賛同要請について 

リニア中央新幹線が南アルプスを横断（貫通）する計画で進められているが、工事による多くの問題点

が指摘されているため、登山関係者が立ち上げた「登山者アピール実行委員会」より「リニアで南アル

プスを壊さないで」の活動への賛同要請が来ている。これについて協議の結果、高御位山遊会として

賛同することにした。 

④ 高御位山の山域で火事の後設置されている位置情報を把握出来る番号札（救急要請時に利用）の設

置場所について資料が配付された。資料によれば現在は主なルートしか設置されてないため、今後そ

の他の登山ルートについても設置してもらうよう関係先へ働きかけをする。 

⑤ １／３の新春トレ参加者は２４名だった。当日は４班編成で歩く。ツェルトと救急セットは１班と３班が担当

する。また、感想文は１名の方に依頼する。各班のリーダーも指名済。 

⑥ 懸案となっていた‘１７年の六甲全山縦走当日の東コース受け付け責任会については見送りとし、高御

位山遊会はサポート要員４名を出す事で決着したが、翌’１８年は高御位山遊会が責任会として引き受

ける事になった。費用等については問題があると思われるので今後検討する必要がある。 

⑦ １１月１９日～１２月１０日までの例会山行結果について各リーダーより報告があった。（詳細は省略） 

 

全国・県連盟の行事その他の取組み    

１．行事日程   常任理事会・１月１０日（火） 



 
 

１６年度 第５回運営委員会だより 
 

 

 

 

開 催 日：２０１６－11－１7                於：ユーアイ福祉交流センター １８：３０～ 
出 席 者：赤木、上田、大谷、尾越、垣内、佐々木、澤田(律）荘所、砂川(延）、瀧原、西口、野村 

平井(正）、藤本、藤原、待場、三木(悦)、森本、山本(正一）、和田、渡邊(俊） 

議題 

（１） 高御位山登山道、トイレ他の整備について 

① １１／４に実施した登山道の整備では西コースの一部が出来てないので、早い時期に再度実施する。 

② 高御位山を訪れる登山者も増加しており、百間岩下の展望台の所にある廃墟状態のトイレを使えるよ

うにすべきと思うので、今後使えるようにしてもらう活動をしたい。（砂川会長） 

（２） 会計細則の取り扱いについて（上田） 

今年６月に会計運用細則を作成したが、まだ会員への配布が出来てない。会則と合わせての配布にする

方が関連性があってよいとの意見もあり、方法について次期総会までに検討する。 

（３） 納山会の参加状況について（参加者が少ない？） 

１２/１０～１１（土、日）の納山会参加者が２２名(11/17現在 )で例年より少ないため、次の高御位例会で追

加募集をする。 

（４） 神戸タクプヒマール登山隊報告集会への参加状況 

当日は山行(増位山～書写山)と重なっているため参加者が少なく、参加予定者は７名である。 

（５） 次回山行計画委員会（１２月高御位例会）について（尾越） 

１１／１７現在、山行希望先の提案は３件と少ない。会員からの提案はまだ来てないとの報告があった。 

（６） １７年５月の高御位例会の日程について（連休との関連） 

１７年も例年通り、５月の第２日曜（5月１４日）の午後に行なう。午前中は救急救命講習会を実施する。 

（７） 山行報告書の取り扱いについて 

現在、宿泊山行については山行後、リーダーが山行報告を作成し、運営委員にメール配信している。山

行報告書は貴重なデータである。これらのデータを蓄積しておき、将来有効に活用すべきである。そのた

めにはデータのまとめ方や担当者を決める必要があり、今後検討してゆくことになった。 

（８） その他 

① ３月に沖永良部島トレッキング実施を提案、承認された。 

② 来年の六甲全山縦走に関連して、東コースの受付が高御位山遊会の担当になっている件で、当方は

承知してないことから、１１／２４日関係者により協議する。竹内、三木(悦)が出席する。 

③ 次回のセカンドステップ講座を 1月末より始める。近く参加者の募集を行なう。 

④ 学習会Ｂの報告書作成担当：福田、出欠担当：松浦に決定した旨報告された。 

⑤ 砂川会長から毎月の高御位例会のミーティング終了後、高御位山遊会賛歌を歌ってはどうかとの提

案が出された。実施については今後の検討課題とする。 

⑥ 山行計画について 

砂川会長より、山行計画委員会で毎月の山行計画を決める時、土日の日程を詰めてしまわないで余

裕を持たせてほしいとの要望が出された。 

（理由としては花とか紅葉とかを目的にしている場合、遅い方が時期を見極め易いこともあるｅｔｃ） 

⑦ １１／１９（女性委員会）鬼ヶ島・有馬三山山行は雨が予想されているので、２０日に延期する旨報告さ

れた。 

⑧ 11月２０日（日）読図山行で大倉山にしていたが、都合により行き先を大岩岳に変更する旨報告された。 

 

全国・県連盟の行事その他の取組み     

  １．行事日程   常任理事会・１２月１３日（火）  第３回理事会・１１月２９日（火）西宮勤労会館 

 



 

 

㸯６ᖺ度 第㸲回運営委員会だより  

 

 

開 催 日：㸰㸮㸯６－㸯㸮－㸰㸮    於：ユーアイ福祉交流センター 㸯８：㸱㸮～ 

出 席 者：赤木、ୖ田、尾内、大谷、佐々木、澤田(律）荘所、砂川(延）、須増、瀧原、野村、ᖹ井(正)、
藤本、藤原、本多、待場、୕木(悦)、森本、山本(正一)、和田、渡邊(俊) 

議題 

㻝. 全国Ⓩ山研究集会出席䛻䛴い䛶 

全国連盟䛜 㻝㻝 ᭶䠑日䠄土䠅䚸䠒日㻔日㻕䛻東京䛷開催す䜛全国Ⓩ山研究集会へ砂川延也䚸山本正一䛾䠎人䛜

出席す䜛䚹䛂労山䛻し䛛䛷䛝䛺いⓏ山䞉䝝イキン䜾䛾セン䝍䞊䛾役割䜢担䛳䛶䛃䠄会長䞉砂川䠅䚸䛄機関ㄅ䛂高御

位䛃Ⓨ行要領䛅䠄編集責任者䞉山本䠅䛾表題䛷䝺䝫䞊ト䛾報告䜢す䜛予定䛷あ䜛䚹 

䞉砂川䛾旅費䛸宿泊費䛿全国連盟䛜支給䚸編集責任者䞉山本䛾費用䛿会䛷負担す䜛䚹兵庫県連䛛䜙他䛻䠎

～䠏ྡ䛜出席予定䛷あ䜛䚹 

㻞. 高御位山Ⓩ山道䛾整備䛻䛴い䛶 

長尾䛛䜙高御位山頂へ䛾巻道䛻雑草䛜茂䜚大変危険䛺状態䛷あ䜚䚸高砂市䛻⏦し入䜜䛯䛜䚸対応䛜明確

䛷䛺く䚸䠍䠍᭶䛾例会後䛾清掃Ⓩ山時䛻高御位山㐟会䛾会員䛷ୗ草狩䜚䜢行うこ䛸䛻し䛯䚹当日䛿䚸東西䛾

コ䞊䝇䛻分䛛䜜䚸西コ䞊䝇䛿豆崎手前䛾ୗ草刈䜚䜒行う䚹参加䛷䛝䜛会員䛿各自道具䜢持参す䜛䚹詳細䛾

案ෆ䛿䚸渡邊䠄俊䠅䛜メ䞊䝹䛷通知䜢す䜛䚹 

㻟. 䠍䠓年භ⏥全山縦走大会䛷高御位山㐟会䛜東コ䞊䝇ཷ付責任会ཷ諾可否䛻䛴い䛶 

来年度䛾全縦東コ䞊䝇䛾ཷ付け責任会䛿遠隔地䛷引䛝ཷけ䛿困難䛾旨⏦し入䜜䛯䛜䚸今年䛾䠎᭶䛾භ⏥

縦走サ䝫䞊ト䝬ニ䝳ア䝹䛷䠍䠓年度䛿高御位山㐟会䛻䛺䛳䛶い䜛䛸いう回答䛷あ䛳䛯䛜䚸高御位山㐟会䛸し

䛶ཷけ入䜜䛶䛿い䛺い䛾䛷䚸要員サ䝫䞊ト䛾䜏䛸し䛶貰う様再度⏦し入䜜䜛䚹 

㻠. 納山会日程䚸コ䞊䝇確ㄆ䛸䝸䞊䝎䞊䚸サ䝤䝸䞊䝎䞊䛻䛴い䛶 

今年䛾納山会䛾日程䛿䠍䠎᭶䠍䠌日䠄土䠅䚸䠍䠍日䠄日䠅䛷決定し䛶い䜛䚹今年䜒昨年ྠ様䠄䐟油井コ䞊䝇䚸䐠藍

本コ䞊䝇䚸䐡୕本峠コ䞊䝇䠅䛾䠏コ䞊䝇䛸す䜛䚹䝸䞊䝎䞊䚸サ䝤䝸䞊䝎䞊䛿䚸䐟コ䞊䝇 L:山本䠄正一䠅䚸㻿L 大谷䚸

䐠コ䞊䝇 L䠖和田䚸㻿L䠖待場䚸䐡コ䞊䝇 L:森本䚸㻿L:瀧原䛻決定し䛯䚹䠍䠍᭶䛾高御位例会䛷参加者䛾確ㄆ用

紙䜢回覧す䜛䚹 担当䠖渡邊䠄俊䠅䚹䛺䛚䚸新䛯䜣ば荘䛻䛿䠐䠌ྡ䛷仮予約済䛷あ䜛䚹 

㻡. 学習会 B 班䛾䝇䝍䞊ト䛸参加者䛾確ㄆ 

学習会 B 班䛿䠍䠍᭶䛛䜙䝇䝍䞊トし䚸毎᭶第䠎䚸第䠐水曜日䛾午後䠒時䠏䠌分䛛䜙䝴䞊アイ福祉交流セン䝍䞊

䠄通称䠖䝴䞊アイ帆䛳䛸セン䝍䞊䠅䛷行う䚹参加者䛿䠔ྡ䛷䚸䠎ྡ䛾追加䛾可能性䛜あ䜛䚹 

㻢. 第䠍䠒回播磨地区山岳会交流会議 

䠍䠌᭶䠎䠌日䠄木䠅午後䠎時䛛䜙加古川䛾䛂䛛こ䜐䛃䛷開催さ䜜䛯䚹 

䐟明石山䛾会会長䛾松本光司氏䛾䝛䝟䞊䝹遠征報告䛜䚸䠍䠍᭶䠎䠏日午前䠕時䛛䜙䛂䛛こ䜐䛃䛷䝥䝻䝆ェ䜽䝍

䞊䜢使䛳䛶行わ䜜䜛䚹䜎䛯䚸明石山䛾会䛾メン䝞䞊䛜䚸日本海䛛䜙ୖ高地䜎䛷テント泊䛷走破し䛯報告䜒

行う䚹 

䐠䠎䠌䠍䠓年䠏᭶䠎䠒日䛻徳島労山䛸䛾交流䜢兼䛽䛶徳島県䛷播磨地区山岳会交流山行䜢行う䚹 

䐡䠎䠌䠍䠓年䠑᭶䠎䠌日䠄土䠅䚸䠎䠍日䠄日䠅䛷氷䝜山䛾神大䝠䝳䝑テ䜢利用し䛯筍狩䜚交流山行䜢行う䚹 

そ䛾他 

䐟新㐠営委員䛻渡す䛯䜑䛾䝒ェ䝹ト䛸救急セ䝑ト䜢手配し䛶い䜛䚹 

䐠郵便振込送金䛾手数料䛜䠍䠌᭶䛛䜙᭶䠐件目以降᭷料䛸䛺䜚䠍䠎䠏䠋件必要䛸䛺䜛䛾䛷䚸今後䛿現金䛷

䛾支給䜢検討し䛯い䚹 

䐡西宮山岳会䛜高御位山䛾බ開䝝イ䜽䜢計画し䛶い䜛䚹好日山荘䛾講師䛜䛂生涯登山をめ䛦䛧て体のセル

フケアの仕方」をコ䞊䝏す䜛䛸䛾こ䛸䛰䛜䚸㐠動会や例会䛜あ䜚䚸対応䛷䛝䛺い䛾䛷今回䛿見送䜚䛻し䛯䚹 

 

全国䞉県連盟䛾行事そ䛾他䛾ྲྀ䜚組䜏 

  行事日程   常任理事会   䠍䠍᭶䠔日䠄火䠅 

                                                              以ୖ 



 

 

㸯㸴ᖺ度 第㸱回運営委員会だより  

 

開 催 日㸸㸰㸮㸯㸴－㸷－㸯㸳         於㸸善防公民館 㸯㸶㸸㸱㸮～ 

出 席 者㸸赤木、ୖ田、尾内、大谷、尾越、垣内、佐々木、澤田(律）荘所、砂川(延）、瀧原、西口 
野村、ᖹ井(正）、藤本、藤原、待場、୕木(悦)、森本、山本(正一）、和田、渡邊(俊） 

議題 

㻝. 夏山集中を終え䛶 

䐟各コ䞊䝇䝸䞊ダ䞊䜘䜚䚸山行結果䛾報告䛜あ䛳た䚹㻔詳細䛿省略㻕 

䐠䝞䝇代䛚䜘び流荘䛾費用䛻䛴い䛶会計報告䛜あ䛳た䚹残金䠍䠓，䠍䠌䠌䛿会会計䛻入䜜䜛こ䛸䛻した䚹 

㻞. 新㐠営委員会䛾組織体ไ䛻䛴い䛶㻔事務局報告 渡邊㻕 

䐟㐠営委員䛾増員䛻伴い作成した䠍䠒ᖺ度䛾㐠営委員任務担当表䛜了承さ䜜た䛾䛷䚸䠍䠌月䛾高御位例
会䛷会員䛻配布す䜛䚹 

䐠事務局ෆ䛷䛾任務担当表䛻䛴い䛶䜒一部変更したた䜑䚸改正版を㐠営委員䛻配布す䜛こ䛸䛻した䚹 

㻟. 兵庫労山䠑䠌周ᖺ記念集会䛻䛴い䛶 

䐟当日䛾懇親会䛻䛿砂川䠄延䠅䚸ୖ田䚸尾ෆ䚸貝塚䠄文䠅䚸西口䚸和田䛾䠒ྡ䛜出席す䜛䚹 
尚䚸出席者䛻䛿懇親会会費䛾半分䛸交通費を会会計䛛䜙補ຓす䜛䚹 

䐠兵庫労山䛻䠐䠌ᖺ以ୖ所属さ䜜䛶い䜛会員䛿䠑䠍ྡ䛾方䛜䛚䜙䜜䜎す䚹 

㻠. 土曜ト䝺委員会報告䠄和田䠅 

䐟䠎䠌䠍䠒䠋䠍䠌月～䠎䠌䠍䠓䠋䠏月䛾土曜ト䝺䛷䚸地区別䛚䜘び合ྠト䝺䛾䝸䞊ダ䞊を決定した䚹䜎た䚹合ྠト䝺
䛻䛴い䛶䛿場所䛸ト䝺䞊ニン䜾䝯ニュ䞊を決䜑た䚹 

䐠従来䛿合ྠト䝺を䠏ヶ所䛷実施し䛶䛝た䛜䚸朝日山䛿参加者䛜少䛺䛛䛳たこ䛸䜒あ䜚䚸今後䛿ᖹ荘湖地区
䛸善防地区䛷行う䛜䚸善防地区䛿限定的䠄䝻䞊䝥ワ䞊䜽䛺䛹䠅䛻実施す䜛こ䛸䛻䛺䛳た䚹 

䐡過去䛻地区別ト䝺䛾参加者を把握出来䛺いこ䛸䜒あ䛳た䛾䛷䚸今後䛿各地区䛷当日䛾担当䝸䞊ダ䞊䛾
責任䛷参加者を把握し䛶䜒䜙う䚹䠄手段䛿一任䠅 

㻡. 山行計画委員会報告㻔尾越㻕 

䐟䠕䠋䠐㻔日㻕䠍䠏時䜘䜚䚸䠎䠌䠍䠓ᖺ䠍月～䠏月䛾山行先䛻䛴い䛶協議し䚸山行先䛚䜘び䝸䞊ダ䞊䛚䜘びサ䝤䝸
䞊ダ䞊を決䜑た䚹 

䐠山行計画委員会䛷決䜑䛶いた山行䛷䚸検討結果䚸日程変更䛾必要䛜出た山行䛜あ䜚䚸担当䝸䞊ダ䞊䜘
䜚日程変更䛾報告䛜あ䛳た䚹変更䛻䛺䛳た山行䛿ୗ記 

䠄䠽䠅学習会Ｂ䞉大台䜿原 䠍䠍䠋䠎䠓～䠎䠔 日程変更⇒䠍䠍䠋䠍䠕～䠎䠌  

䠄䠾䠅六⏥全山縦走ト䝺䠍䠋䠎䠎 Ｌ変更 本多⇒砂川䠄延䠅 䠄䠿䠅御旅山 ⏥山 䠍䠍䠋䠎䠌日程変更⇒䠍䠍䠋䠎䠓 

䠄䡀䠅䜽䝸䝇䝬䝇山行 䠍䠎䠋䠎䠐日程変更⇒䠍䠎䠋䠎䠏 䠄䡁䠅ゆ䛳く䝸䝈䝮䞉日笠山䠍䠋䠍䠑 日程変更⇒ 䠍䠋䠍䠒 

䠄䡂䠅高御位山縦走 䠎䠋䠎䠒 ＳＬ変更 藤本⇒森本 

㻢. 来ᖺ䛾六⏥全山縦走関係䛷会䛸し䛶対処すべ䛝こ䛸 

䐟本番当日䛾サ䝫䞊ト要員を᪩期䛻決定す䜛必要䛜あ䜛䚹䠄全山縦走参加⏦し込䜏後䚸サ䝫䞊ト要員䛸䛺
䜜ば全山縦走参加費䛺䛹無駄䛻䛺䜛䠅 

䐠今ᖺ䚸全山縦走東コ䞊䝇ཷけけ䛾サ䝫䞊トをした後䚸来ᖺ䠄䠎䠌䠍䠓ᖺ 㻟 月䠅䛾全山縦走東コ䞊䝇ཷけ
け担当䛿高御位山㐟会䛸言う話䛜出䛶いた䛜䚸正式䛺話䛿来䛶䛺い䚹䜎た䚸仮䛻あ䛳た䛸し䛶䜒遠隔地䛷
あ䜚䚸引䛝ཷけ䜛こ䛸䛿難しいた䜑䚸全山縦走準備委員会䛻そ䛾᪨᪩期䛻⏦し入䜜す䜛䚹高御位山㐟会
䛸し䛶䛿近場䠄西コ䞊䝇䠅䛷䛾サ䝫䞊ト䛺䛹䛷協力させ䛶䜒䜙うこ䛸䛻す䜛䚹 

㻣. そ䛾他 

䐟県連䞉安全対策委員会䛛䜙䛾事故一報䛿安全担当䛾ୖ田䛜保管䚸管理し䛶い䜛䛜､今後䛿㐠営委員会
䛻䝯䞊䝹配信す䜛䚹 

䐠日本勤労者山岳連盟主催䛾䛂全国䝝イキン䜾交流集会䛃䛾案ෆ䛜届い䛶い䜛䛜䚸参加䛿見送䜚䛸した䚹 

䐡新特別基金䛾䠍䠑ᖺ度分寄金䛾納を䠕䠋䠍䠑完了䛾報告䛜あ䛳た䚹 

䐢会報印ๅ費䛜過去䠐ヶ月分䛿予算オ䞊䝞䞊し䛶い䜛䛸䛾報告䛜あ䛳た䚹毎月䛾ペ䞊䝆数䛿山行報告件
数䛺䛹䛷流動的䛷あ䜚䚸押さえ難い部分䜒あ䜛䛜䚸発行部数䛺䛹押さえ䛺䛜䜙極力印ๅ費削減䛾ດ力をす䜛䚹 

䐣新任䛾㐠営委員䠏ྡ䛻支給す䜛䝒ェ䝹ト䛸救急䝉䝑トを準備す䜛䚹在庫䛜䛺い場合䛿追加購入す䜛䚹 
 

全国䞉県連盟䛾行事そ䛾他䛾ྲྀ䜚組䜏 

  行事日程   常任理事会   䠍䠌月䠍䠍日䠄火䠅 



   

 

 

１６年度 第２回運営委員会だより  

 

 

開 催 日：２０１６－８－１１       於：みどりの相談所研修室   １３：００～  

出 席 者：赤木、上田、尾内、大谷、尾越、垣内、澤田(律）、砂川(延）、須増、瀧原、野村、藤本、藤原、
待場、三木(悦)、森本、山本(正一）、和田、渡邊(俊） 

議題 

1. 新運営委員会の組織体制の確立について 

専門委員の確定：新規専門委員は、事務局：２名、女性委員会：１名、トライやる：３名の参画者があった。他に会

報(編集委員)で１名の参画が予定されているため確認する。次回の例会で１６年度の組織体制を配布する。 

2. 兵庫県勤労者山岳連盟結成５０周年記念式典について 

①1０月２日（日）午後１時開会 舞子ビラにて開催 

②表彰者として「４０年以上の所属会員名」は、該当者なし。「各会からの推薦者」は、砂川延也、渡邊俊明、

貝塚文雄を推薦する。 

③記念式典には砂川延也、本多祐里、貝塚文雄以外の参加者を募集中である。 

3. 土曜トレ委員会について 

①次回の合同トレ（８月２７日）のあと開催し、１０月～３月までの地区別自主トレ・合同自主トレのリーダーとトレ

ーニングメニューを決める。 

②合同自主トレのトレーニングメニューは、極力平荘湖での実施を検討してほしい。 

4. 東播センター合唱団５５周年記念コンサートの案内 

①9月 18日（月）加古川ウエルネスパーク アラベスクホールで開催 

②高御位山遊会 10周年記念祝賀会に来て頂きました。 

③2枚の招待券を受領した。次回の例会で出席希望者を確認する。 

④３，０００円を寄付する。 

5. 第１６回全国登山研究集会へのレボートについて 

①11月５（土），６日（日）に東京にて開催 

 ②２０年振りに日本勤労者山岳連盟の会員数が２万人を切ったこともあり、今後の全国労山の活動活性化に向

け、高御位山遊会にレポートを要請されている。  

６．運営委員錬成山行案について 

 ①日程：９月１７日（土）～２０日（火） 

 ②コース：三伏峠から塩見岳ピッストン 

 ③参加者：９名＋セカンドステップ修了者（参加希望者を確認する：和田） 

７．その他 

①夏山集中山行の報告（上田） 

・参加者は現時点で４５名であり、８月１５日の締切りで最終確認を行いバス代・宿泊費を連絡する。 

・担当：バス代、宿泊費の徴収：澤田（律）、三木（悦）、待場、宴会進行：森本 

②「山の日」の行事の結果報告（上田） 

・会員の参加者は２６名で、２００人分の冷茶サービスを行い好評であった。 

・バンバンテレビ、神戸新聞社の取材があった。 

③長尾から高御位山頂への巻道に雑草が茂り大変危険な状況である。高砂市役所、観光協会に下草刈りの確

認をする。（砂川（延）） 

８．直近（６／１１～１２）の山行担当リーダーから山行結果報告があった。（詳細は省略） 

 

全国・県連盟の行事その他の取組み 

  行事日程    常任理事会  ９月１３日（火）   

            

                                                                



   

 

 

１６年度 第１回運営委員会だより 
  

 

 

開 催 日：２０１６－７－２１       於：ユーアイ福祉交流センター  １８：３０～ 

出 席 者 ：赤木、上田、尾内、大谷、垣内、佐々木、澤田（律）、砂川(延)、西口、野村、平井（正）、藤本、藤原、
本多、待場、三木（悦）、森本、和田、渡邊（俊） 

議題 

1. 新運営委員会の任務分担について 

①  各部門のグループ長、専門委員等の再確認を行った。 

②  ８月７日の高御位例会で２０１６年度の組織体制表を回覧し、専門委員の募集を行う。 

2. 夏山集中の取り組みについて 

① 各ﾊﾟｰティーのトレーニング、ミーティングの状況を確認した。 

② 帰りの着替え、仙流荘の部屋割り、宿泊費、バス代、キャンセル等についての説明（上田） 

  ・着替えについては、８月１１日の運営委員会に各グループごと纏めて持参し、砂川（延）にバスへの持ち

込みを依頼する。また、着替えは８月２０日現地到着以降、バス内で保管する。 

  ・仙流荘の部屋割りは、配置図入手後決定する。 宿泊費は、事務費等を加えて１２，０００円とする。 

  ・バス代は、現時点で５，８００円とする。 

  ・８月１５日以降のキャンセルは、バス代をキャンセル費として徴収する。 

3. 運営委員錬成山行案について 

①  ９月１７日（土）～２０日（火）、南アルプス・三伏峠から塩見岳をピストンする。 

②  塩見岳コースタイム配布資料に基づき次回運営委員会（８／１１）までに検討しておく。 

4. その他 

①  ２０１６／８～２０１７／６までの清掃登山の東・西コースのリーダーを決定した。（姓のみを記載） 

 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 

東コース 赤木 瀧原 山本 上田 澤田 荘所 尾越 森本 佐々木 平井 野村 

西コース 大谷 西口 藤原 竹内 待場 本多 垣内 須増 和田 三木 砂川 

②  ８月１１日「山の日」の取り組みについて（上田） 

 ・集合場所・時間：午前７時、長尾新池駐車場（溜め池工事中のため、北山鹿島神社、墓地公園駐車場  

に移動の可能性あり、余裕を持って集合の事） 

・自宅からの水６Ｌ持参者の割り当てを別途おこなう。  

・各飲み物、準備品、掲示物等の確認を行った。 

・９時から山頂で飲み物のサービスを開始し、１１時頃下山する。 

5. 直近（７／９～１８）の山行担当リーダーからの山行結果報告があった。（詳細は省略） 

全国・県連盟の行事その他の取組み 

 行事日程     常任理事会 ８月９日（火） 

 



   

 

 

１６年度 第１回臨時運営委員会だより 
 

 

 

開 催 日：２０１６－７－７      於：ユーアイ福祉交流センター  １８：３０～  

出 席 者：赤木、上田、大谷、垣内、佐々木、澤田(律）、須増、砂川(延）、瀧原、西口、平井(正）、 
藤本、藤原、本多、待場、森本、山本(正一）、和田、渡邊(俊） 

議題 

1. 総会を終えて 

① 出席者７５名（出席率；７３％）は非常に良い。高御位例会に合わせて開催したことも好結果につなが

った。 

② 質疑応答で質問が出なかったが、質問があっても良いのではとの意見が出た。 

③ １６年度の課題がもう少しあっても良かったという意見も出された。 

2. 新運営委員会の任務分担について 

① 組織体制については１５年度と変更なし。グループ長および小区分の担当については欠員の補充お

よび新任の運営委員３名の配置を決めた。 

② １６年度の組織体制については８月の高御位例会で専門委員の募集を行ない、その結果を反映した

うえで、９月の高御位例会で配布する予定。 

3. 運営委員会の開催場所について 

運営委員会は現在「高砂市ユーアイ福祉交流センター」で開催しているが、遠方から出席する運営委員も

あるため開催場所を移動してはとの提案があり、討議の結果、当面、善防公民館でも開催することにした。

善防公民館での開催月は３月、６月、９月、１２月の年４回とし、即実行する。 

4. 山行リーダー事務費の取り扱いについて 

① 山行時の事務費は基本的には参加者で分担するべきものであるが、雨天中止になった場合など集

めにくい事もあって会計へ請求すれば良いことにしている。今後もこの要領でかまわないが、会財政

が苦しい状態のため、出来るだけ参加者で負担する努力をする。 

② 公共交通機関を利用した時および自家用車利用の山行などの事務費は参加者で分担する。 

5. 山行中のリーダー（Ｌ）、サブリーダー（ＳＬ）の役割について 

① 山行中のＬ、ＳＬの歩く位置は特に決めていない。今後も状況に応じてＬ，ＳＬの歩く位置を決める事

で良いが、最後尾を歩く時は隊列が離れないように注意する。 

② 参加者にはＬ，ＳＬの間に入って歩いてもらう事。また、遅い人、遅れだした人は前方を歩くよう指導す

る事。（遅れた人が後ろにいると隊列が長くなる原因となるため）、 

6. 教室から夏山集中への参加者について 

１６年度の山歩き教室受講者で今年の夏山集中山行に参加希望者が２名いる。参加については問題ない

との判断で、入会＆特別基金加入を条件に参加を受け入れることにした。夏山参加予定者が４８名になっ

たため、締めきる。 

7. その他 

① ８／１１の山の日に実施する高御位山山頂での冷茶サービスについて７／７現在、２２名が参加予定。

当日は各自２Ｌ入りペットボトル３本に水を入れて参加し、山頂まで担ぎ上げる。また、その他詳細は

神社側と打ち合わせした後、決める。 

② セカンドステップ講座が終了した。 

セカンドステップ講座としての終了山行は計画にはなかったが、９月１７日から（３泊４日ｏｒ４泊５日）予

定している運営委員の錬成山行に希望者を参加させてもらえないかとの提案があった。参加してもら

う事は特にかまわないが、錬成山行の計画はまだ決まってないため、早急に計画を進めて、７／２１

（木）の運営委員会で検討することにした・。（予定では南アルプスの塩見岳ピストン） 

③ 山行計画委員会を３ヶ月ごとに開催している。開催前に毎回山行先提案を依頼しているが、会員か

らの提案がほとんどない。また、提案があっても限られた方である。会員からの山行先提案をもっと出

してもらうためには時期は別にして向こう１年間のスパンで山行先の提案を出してもらってはと言う意

見も出た。次回の山行計画委員会で検討する事にした。 


